
みどり「ひと・まち」スクールの
コンセプト

28年度はさらにパワーアップ ！

学長、コーディネーター、ナビゲーターからのメッセージ

みどり「ひと・まち」スクールの受講生の「カタチ」になった夢プランを紹介します

2
特集 

○緑区を知り、人と触れ合い、もっと好きなまちにしたいと
　考えている人たちの出会いの場であり、地域で役立ちた
　い、貢献したいと考えている人たちの「思い」を実現する
　ための学びの場です。また、地域の市民活動や自治会活
　動に参加している人たちの成長の場でもあります。
○心の中に芽吹いた「地域で何かやってみたい」思いを夢　
　プランとして、実際の「カタチ」にするまでを応援します。
○みどりーむ運営委員５人がナビゲーターになり、各講座の
　運営や受講生の仲間づくりなど、サポーターと協力し卒業
　後のフォローアップなどを担います。

　第1期は受講生の皆さんも事務局の皆さんもフレッシュな気持ちで取
り組み、修了生は今地域で生き生きと活動されています。第2期はこの活
力を受け継ぐものとなるでしょう。

　私も緑区に住んでいます。落ち着いた住みよい地域です。これからも住みよい地域とし
て持続していくために、私たちは何ができるか、あなたも当スクールでぜひ一緒に考え、
行動してみませんか。
　課題も多様だけれども、私たちの個性も多様です。きっとやりたいことが見つかります。

●サポーターシステムを新設します
　第1期27年度の修了生が「サポーター」として各講座の企画・運営に協力します
●緑区社会福祉協議会が参加し福祉分野の強化を図ります
●プログラムとは別に、さまざまな分野の「活動体験メニュー」も用意します

　日常暮らしていて、不便なことや「こうなったらいいのに」と感じることについ
て、もし自分で何とかしてみようかと思ったら「ひと・まち」スクールを受講するこ
とをお勧めします。思いがあって、どうすればそれを形にできるかを考えている
仲間や、それを応援してくれる役所の人たちに出会える場所です。

　みどりーむでは、さまざまな活動分野の人たちが区役
所と協働で事業を企画・運営しています。みどりーむは
今年で10周年を迎えます。
　イベントの詳細などは11面に掲載しています。

私の夢は「みなみ台多世代交流バザール」【古村 泉さん】

学長 名和田 是彦さん（緑区在住・コミュニティ政策学会会長・法政大学法学部教授）

　地域で学び仲間をつくる。みどり「ひと・まち」スクールは、講義やフィールドワークなどを通じて、
地域活動に携わる人材の発掘、育成や地域の課題解決、魅力あるまちづくりの手法を学ぶことを目
的とした講座です。　地域振興課と緑区市民活動支援センター「みどりーむ」との協働により、企
画から運営まで一緒に取り組んでいます。
　27年度の受講生や運営に携わった皆さんの声を交え、みどり「ひと・まち」スクールを紹介します。 ▲多くの受講生が修了式を終え、満面の笑みでの一枚 ！ 

▲活動報告をする
　井上さん

▲竹山団地に設置された切り株のイス
▲コーヒーイベントでの
　宮下さんと川崎さん

　「まちづくり・地域づくり」は行政や企業などがやる
ものと思われてきました。でも、たった一人の住民の
思いからあなたのまちが変わっていく、そんなことが

実はたくさんあります。
　一人きりでは難しいその方法を仲間とともに学びます。

コーディネーター 山路 清貴さん（都市デザイナー）

　大手コーヒーメーカーを定年まで勤
めた宮下 孝栄さんは、コーヒーの知識
を生かし「コーヒーで貢献したい」
「コーヒーボランティアを養成したい」
との思いからスクールに参加しました。
そこで、同じくスクール受講生の川崎 
孝征さんに出会いました。
　宮下さんと川崎さんとが思いを一
つにし、12月６日（日）、長津田みなみ

台で開催されたイベントで、参加者にほっとひと息ついてもらおう
と、100円で本格的なコーヒーを提供するコーナーを作りました。
　当日は多くの人が集まり、売りきれて飲めない人もいて、「残
念」との声もあるくらいの大盛況ぶりでした。

【岡部 忠男さん】
（緑区市民活動支援センター運営委員会会長）
　みどり「ひと・まち」スクールは自分の居場
所をつくる場所です。今回、修了生が「市民活
動セミナー実行委員」のメンバーになったり、

「サロンふらっと」で受付を手伝ったりするなど、「みどりー
む」の事業に関わるようになりました。魅力あるまちづくり
の一歩を共に進めましょう。

【 部 忠 】
ナビゲーター（みどりーむ運営委

員）

コーヒーイベント 竹山団地にイスを設置

緑区市民活動支援センター「みどりーむ」

【藤村 勝典さん】
　たくさんの人との交流ができ、
とてもいい勉強になります。
　受講生とスタッフが一体と
なった取組で達成感を味わうこ

とができます。

【浅井 三佐男さん】
　受講者自身が「夢プラン」を
描き、実現に向け活動している
ことが素晴らしく、次へ繋げる仕
掛けも出来て、これからに期待

が持てます。

【大庭 雅敦さん】
　9年前、広報に掲載された講
座に応募し、地域に仲間ができ、
市民活動を続けてきました。
　住みやすい街づくりを目指し

て、共に行動していきましょう。

【狩野 陽二さん】
　受講生の皆さんが非常に熱
心なのには感心しました。
　修了者の中から次代を担う方
が出ることを楽しみにしています。

たかはる

たかゆき

よしつぎ
　住民に癒やしの場をつくりたいと考えていた、竹
山在住の井上 凱丞さん。同じくスクールの修了生の
後藤 眞理子さんは「街角にイスが欲しい」との思い
から、夢プラン「まちの中に一休み
ができる仕掛けづくり」を提案して
いました。

　井上さんは「自分と後藤さんの思いを形にして住民が一休みする
ためのイスを団地に作ろう」と考え、地元竹山で伐採した木を使用し、
高めの丸太イスを長い坂の途中と団地の入口に設置しました。また、
イスの近くにはパンジーやビオラを植えました。今は、周辺住民や通
行者の憩いの場として定着しつつあります。

受講生の声
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耐震補強工事中 緑区役所の業務は、平成28年5月頃まで一部を除き仮設分庁舎（緑消防署隣）で行っています。　仮設分庁舎：戸籍課、保険年金課、



【問合せ】    地域力推進担当（　 930-2237　　930-2242）

プログラムを紹介します（27年度）

開講式　5月30日（土）第1講

●前半：学長の公開講座「地域活動入門」で、地域の成り立
　ちや横浜のまちづくりの事例を紹介しました。
●後半：受講生のミーティング。講座の説明と参加者のつ
　ながりを深めました。

▲緊張の中での開講式 ▲受講生のまちづくりへの思い
　「夢プラン」のたまご、
　「夢のかけら」を全員で発表

▲鴨居囃子を鑑賞 ▲鴨居・竹山地区散策

◀地域活動の
　先輩から
　経験談を聞く

▶受講生同士の
　笑い声が
　溢れる懇親会

28年度受講生募集
●応募期間：平成28年3月22日（火）～
　　　　　 ４月28日（木）
●対象：緑区在住・在勤・在学または緑区内で
　　　 活動している人で、全日程参加できる
　　　 人、30人（応募者多数の場合、抽選）
●受講料：無料
　　　　（交通費、昼食費などは実費負担）
●募集要項は区役所窓口、緑区内各地区
　センターなどで配布

平成28年度　日程表
5月21日（土）　9時30分～12時30分
【開講式】学長講演、オリエンテーリング
6月11日（土）　9時30分～12時30分
【講義・交流会】坂倉 杏介さんによる講演
7月2日（土）　 9時30分～12時30分
【講義】相澤 雅雄さん・山路コーディネーターによる講演
7月23日（土）  9時30分～15時
【講義・フィールドワーク①】山下地区の活動実践者
の講演、まち歩き

第１講

第2講

第3講

第4講

　　

8月27日（土）  9時30分～12時30分
【講義】緑区社会福祉協議会の紹介、地域ケアプラザの見学や
1期生の報告など
9月17日（土）  9時30分～15時
【講義・フィールドワーク②】活動実践者の講演、長津田まち歩き
10月1日（土）  9時30分～12時30分
【グループディスカッション】「夢プラン」のグループ内発表
10月29日（土） 9時30分～13時30分
【修了式・懇親会】「夢プラン」発表会、賞状授与

第5講

第6講

第7講

第8講
　　

▲緑区の歴史の講義

私の夢は「たまり場カフェ組織
体制づくり」【村田 理和さん】

「たま
受講生の声

緑区域の歴史と特徴　6月13日（土）第2講

　相澤 雅雄さん（郷土史家）が、
緑区の地形や歴史が今の暮らし
にどのように結びついているか
を紹介しました。

　３年前に京都から緑区に移り住み、まちのこと
を知りたくて参加しました。
　受講生の皆さんの思いは「住んで良かったと
思えるまちにしたい」ということでした。ここに集
まった皆さんの志があれば、もっとよいまちにな
ると思いました。私もこのまちで自分に出来るこ
とを見つけたいと思います。

私の夢は「緑区遺産
ネットワーク」【森 智明さん】
私の夢は「緑区
受講生の声

　「まち歩き」などの活動を通
じて「地域の歴史遺産」や「活

躍している方」を知ることができ、夢プランの
参考になりました。ちょっとした小道や橋、石
碑の由来にわくわくし、人との出会いに感動
しました！ 思い切って飛び込んで大正解 ！

私の夢は「カフェ・ライヴ・
フェスタ in ナガツタ」
【今井 由起子さん】

受講生の声

　スクール運営の戦略が見事
で、終わってみればすてきな

方々と知り合い、つながり、地域活動プラン
の小さな芽も膨らみました。スクールにコ
ミットした全ての人の熱い思いに心動かさ
れた素晴らしい体験でした。

フィールドワーク①　7月4日（土）第3講

　「鴨居囃子」を鑑賞し、緑区の伝統芸能への学びを深
めた後、鴨居・竹山を散策し、印象に残ったポイントをみ
んなで発表し合いました。

▲十日市場、霧が丘地区を散策 ▲福祉施設で事業の説明を聞く

フィールドワーク②　9月12日（土）第5講

　十日市場、霧が丘地区を散策しました。福祉施設など
を訪問して事業の説明を受けました。また、自然豊かな
新治市民の森を散策しました。「いろいろな事業を学べ
て勉強になった」「じっくり散策できて森のことを知るこ
とができた」などの声があがりました。

▲夢プランの
　発表

▲学長による修了証書授与

修了式　10月31日（土）第7講

「夢プラン」３賞
　●夢プラン応援したくなるで賞
　  大久保 絹枝さん
　●プレゼンテーションよかったで賞
　  森 智明さん
　●チャレンジ提案相応しいで賞
　  今井 由起子さん、古村 泉さん

　全員の夢プランの発表の後、一人ひとりの個性
に着目した異なる文面の修了証書の授与と各賞
の表彰をしました。
　また、村田 理和さんが受講生代表による答辞を
しました。

▲山路さんによる
　アドバイスも ▲話し合いながらプランを作成

ワーク　10月3日（土）第6講

　これまでの講義を通じて、コーディ
ネーターの山路さんの司会のもと、地
域で自分がやってみたいプランを作り
ました。

座談会と懇親会　7月11日（土）第4講

　地域でいい関係をつくるコツを地域活動
実践者の皆さんがざっくばらんに語りました。

私の夢は「笑顔でお昼ご飯・作って食べよう ！ 」
【大久保 絹枝さん】

受講生の声

　サロンやカフェの開催に関する新聞記事を読み
ながら、いつか私もと思いつつ、何げなく参加した
みどり「ひと・まち」スクール。その中で、夢プランを

立て、いつの間にか実行に向けて動かざるをえないように仕向け
られていました。新しいつながりを大切にしながら、実現できるよう
に頑張りたいです。

高齢・障害支援課、こども家庭支援課、生活衛生課、広報相談係、区会計室、銀行派出所、個人番号カード交付窓口（予約制）　仮設分庁舎別棟：税務課
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